
　

は
じ
め
に

　

当
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
荻
原
守
衛
の
ロ
ダ
ン
訪
問
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を

『
碌
山
美
術
館
報
』
に
発
表
し
て
き
た
。
千
田
敬
一
「
ロ
ダ
ン
美
術
館
に
残
っ
て
い

る
荻
原
守
衛
関
係
資
料
に
つ
い
て
1
」、
五
十
嵐
久
雄
「
荻
原
守
衛
の
ロ
ダ
ン
訪
問

の
考
察
２
」
で
あ
る
。
千
田
論
文
は
荻
原
の
ロ
ダ
ン
訪
問
に
関
係
す
る
資
料
の
発
表
、

五
十
嵐
論
文
は
先
行
論
文
に
基
づ
く
考
察
で
あ
る
。
当
館
が
荻
原
の
ロ
ダ
ン
訪
問
を

重
要
な
研
究
課
題
と
し
て
い
る
の
は
、《
考
え
る
人
》
に
導
か
れ
彫
刻
を
志
し
、
ロ

ダ
ン
を
師
と
仰
ぎ
芸
術
観
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
っ
た
荻
原
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
を
一

つ
で
も
多
く
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
訪
問
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
具
体
的

な
訪
問
日
が
特
定
で
き
た
の
は
一
九
〇
七
年
十
二
月
十
四
日
の
み
で
あ
り
３
、
そ
れ

以
外
の
日
付
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
訪
問
の
際
の
ロ
ダ
ン
と
の
や
り
と
り
に

つ
い
て
は
、
荻
原
の
友
人
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
チ
が
伝
え
る
内
容
の
み
で
あ
る
４
。

訪
問
日
、
そ
し
て
ロ
ダ
ン
と
の
面
会
の
具
体
的
内
容
の
双
方
に
つ
い
て
の
新
資
料
の

発
見
を
俟
っ
て
い
る
も
の
の
、
長
ら
く
そ
れ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
、
荻
原
の
訪
問
日
に
つ
い
て
現
段
階
で
間
違
い

な
く
指
摘
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
参
照
し
な
か
っ
た
周

辺
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
推
測
し
う
る
訪
問
日
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

荻
原
の
ロ
ダ
ン
訪
問
の
回
数

　

荻
原
は
二
度
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
る
。
一
回
目
の
パ
リ
滞
在
時
は
彫
刻
家
へ
の
転

身
を
決
意
す
る
《
考
え
る
人
》
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ロ
ダ
ン
を
訪
問

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
荻
原
が
ロ
ダ
ン
を
訪
問
し
た
の
は
、
二
度
目
の
パ
リ
滞
在

時
、
す
な
わ
ち
パ
リ
に
到
着
し
た
一
九
〇
六
年
十
月
初
頭
か
ら
パ
リ
を
後
に
し
た
一

九
〇
七
年
十
二
月
十
七
日
の
約
十
四
カ
月
に
限
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
荻
原
は
一
九

〇
七
年
一
月
二
十
二
日
付
の
井
口
喜
源
治
宛
書
簡
の
な
か
で
「
此
頃
先
生
へ
照
介
状

を
得
候
へ
ば　

近
々
訪
問　

如
何
に
此
の
偉
人
が
小
弟
の
眼
に
映
ぜ
る
か
を
御
報
導

致
可
く
候
」
と
記
し
て
い
る
た
め
５
、
こ
れ
以
前
の
訪
問
の
可
能
性
は
な
い
と
考
え

て
よ
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
〇
七
年
一
月
二
十
二
日
を
上
限
と
し
、
同
年
十
二
月
十
七
日

を
下
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
か
つ
荻
原
は
一
九
〇
七
年
初
夏
か
ら
九
月
二
日

ま
で
の
五
週
間
の
間
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
パ
リ
を
離
れ
て
い
た
た
め
６
、
こ
の
間
を

除
外
し
た
期
間
が
、
ロ
ダ
ン
訪
問
の
可
能
性
が
あ
る
期
間
に
該
当
す
る
。

　

ま
ず
は
荻
原
自
身
の
資
料
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
た
だ
、
荻
原
が
残
し
た
資
料

の
な
か
に
ロ
ダ
ン
に
つ
い
て
の
言
及
は
多
く
が
あ
る
が
、
彼
自
身
は
訪
問
日
に
つ
い

て
具
体
的
な
日
付
を
記
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ
り
、
訪
問
に
関
わ
る
言
及
も
以
下
の

三
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
①
一
九
〇
七
年
四
月
二
十
四
日
付
の
パ
ッ
チ
宛
の
書

簡
の
記
述
「I m

et him
 tw

ice in his studio lately

（
僕
は
最
近
彼
の
ス
タ
ジ
オ

を
訪
ね
、
二
度
会
う
こ
と
が
で
き
た
（
強
調
筆
者
））」７
。
②
斎
藤
与
里
と
ロ
ダ
ン

邸
で
デ
ッ
サ
ン
を
見
た
こ
と
の
帰
国
後
の
述
懐
「
斎　

あ
の
時
は
僕
も
一
緒
に
行
つ

た
け
ね
」「
荻　

さ
う
だ
。
先
生
一
向
無
造
作
な
も
ん
だ
つ
た
ね
」８
（
こ
れ
は
①
に

含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
）。
③
帰
国
直
前
に
ロ
ダ
ン
を
訪
ね
「
自
然
を
師
と
」
せ

よ
と
の
餞
の
言
葉
を
授
か
っ
た
こ
と
の
帰
国
後
の
述
懐
９
（
こ
れ
は
、
一
九
〇
七
年

十
二
月
十
六
日
付
の
ロ
ダ
ン
宛
書
簡
の
最
期
の
面
会
へ
の
感
謝
を
つ
づ
る
内
容
か
ら

10
、
一
九
〇
七
年
十
二
月
十
四
日
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
の
資
料

•••••••••

•••••••••

　
荻
原
守
衛
の
ロ
ダ
ン
訪
問武

　
井
　
　
　
敏
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か
ら
訪
問
回
数
は
、
①
の
二
回
と
③
の
一
回
を
合
計
し
て
、
少
な
く
と
も
三
回
は
面

会
し
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
友
人
パ
ッ
チ
が
ロ
ダ
ン
訪
問
に
同
道
し
た
際
の
言
及
は
以
下
の
二
つ
が
あ
る
。

④
「I translated for M

ori and Rodin at one of their interview
s

（
私
は
モ

リ
と
ロ
ダ
ン
の
た
め
に
彼
ら
の
何
度
か
あ
っ
た
面
会
の
う
ち
一
回
、
通
訳
を
し
ま
し

た
）」11
、
⑤
「by later visits w

ith O
gihara

（
の
ち
に
荻
原
と
と
も
に
し
た
何

度
か
の
訪
問
）」12
。
④
⑤
の
両
者
と
も
に
「interview

s

」「visits

」
と
複
数
形
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
回
は
面
会
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

パ
ッ
チ
の
パ
リ
到
着
は
9
月
半
ば
以
降
で
あ
る
た
め
、
①
の
機
会
と
重
複
す
る
こ

と
は
な
い
。
し
か
し
、
③
の
帰
国
直
前
の
訪
問
は
、
パ
ッ
チ
と
連
名
の
ロ
ダ
ン
宛
の

書
簡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
人
は
同
道
し
て
ロ
ダ
ン
を
訪
問
し
た
と
考
え
ら

え
る
。
よ
っ
て
、
①
か
ら
⑤
ま
で
を
勘
案
す
る
と
、
面
会
の
回
数
は
少
な
く
と
も
四

回
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
11
月
初
旬
に
高
村
光
太
郎
と
連
れ
立
っ
て
ロ
ダ

ン
邸
を
訪
れ
た
際
の
よ
う
に
、
訪
問
す
る
も
面
会
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

可
能
性
の
あ
る
日

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
荻
原
側
の
資
料
を
中
心
に
考
察
し
て
き
て
い
た
。
一

九
〇
七
年
は
ロ
ダ
ン
も
各
地
を
訪
問
し
て
お
り
、
そ
の
間
は
パ
リ
を
不
在
に
し
て
い

た
た
め
、
荻
原
は
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ダ
ン
は
六

月
二
十
四
日
か
ら
七
月
五
日
頃
に
か
け
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
七
月
五
日
か
ら
七

月
十
五
日
に
か
け
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
七
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
に
か
け
て

ボ
ア
・
ル
・
ウ
（
フ
ジ
ェ
ー
ル
）、
ド
ン
ピ
エ
ー
ル
、
ク
タ
ン
ス
、
ル
・
マ
ン
な
ど
、

各
地
に
滞
在
し
て
い
た
13
。
そ
の
た
め
こ
の
間
、
荻
原
は
面
会
で
き
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
し
、
つ
づ
い
て
今
度
は
荻
原
自
身
が
初
夏
か
ら
九
月
二
日
ま
で
の
五
週
間
の
間

ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
六
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
二
日
に
か

け
て
の
面
会
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

数
年
前
、
ロ
ダ
ン
訪
問
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
際
、
三
谷
理
華
氏
か
ら
通
称
「
ロ

ダ
ン
土
曜
日
（Les Sam

edis de Rodin

）」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
あ
る
曜
日
を
定
め
て
そ
の
曜
日
に
来
客
対
応
を
行
う
手
法
は
、

十
九
世
紀
の
文
人
や
芸
術
家
が
よ
く
採
っ
て
い
た
も
の
ら
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
時
開
放
さ
れ
て
い
た
の
はrue de l'U

niversité

の
自
身
の
作
品
保
管
所

の
方
で
、
ム
ー
ド
ン
の
邸
宅
は
私
的
な
住
ま
い
と
い
う
扱
い
で
、
ロ
ダ
ン
自
身
の
招

き
が
な
い
と
訪
問
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
試
し
に
現
在
把

握
し
て
い
る
日
本
人
の
ロ
ダ
ン
面
会
を
そ
の
曜
日
と
照
合
し
て
み
る
。
Ⓐ
一
九
〇
七

年
一
月
二
十
七
日
（
日
）
午
後
、
ア
サ
イ
、
ホ
サ
カ
、
マ
エ
ジ
マ
、
カ
ケ
シ
が
ム
ー

ド
ン
を
訪
問
、
同
日
、
本
野
一
郎
が
ム
ー
ド
ン
に
招
か
れ
る
。
Ⓑ
四
月
六
日
（
土
）

本
保
義
太
郎
が
ロ
ダ
ン
を
ム
ー
ド
ン
に
訪
ね
、
四
月
十
三
日
（
土
）
も
訪
問
す
る
約

束
を
す
る
（
こ
れ
は
ロ
ダ
ン
の
都
合
に
よ
り
次
週
の
二
十
日
（
土
）
に
変
更
さ
れ

る
）。
ⓒ
十
二
月
十
四
日
（
土
）
四
時
、
荻
原
守
衛
が
ロ
ダ
ン
を
訪
問
。
少
な
い
事

例
で
は
あ
る
が
、
週
末
に
偏
っ
て
お
り
、
土
曜
日
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
実
現
し
な

か
っ
た
が
、
荻
原
は
、
二
月
九
日
（
土
）
は
岡
精
一
と
と
も
に
、
二
月
十
七
日

（
日
）
は
五
来
欣
造
と
と
も
に
、
ロ
ダ
ン
を
訪
問
す
る
予
定
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
事
例
を
並
べ
て
み
る
と
、「
ロ
ダ
ン
土
曜
日
（Les Sam

edis de Rodin

）」
は

蓋
然
性
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
上
述
①
の
四
月
二
十
四
日
付
書
簡
の
記
述

「
僕
は
最
近
彼
の
ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね
、
二
度
会
う
こ
と
が
で
き
た
」
を
思
い
返
し
て

み
る
と
、
荻
原
は
本
保
に
同
道
し
て
四
月
六
日
（
土
）、
四
月
二
十
日
（
土
）
に
ロ

ダ
ン
を
訪
問
し
た
と
す
れ
ば
、
確
証
は
な
い
と
は
い
え
、
辻
褄
の
合
っ
た
推
測
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
荻
原
の
一
九
〇
七
年
の
秋
以
降
の
ロ
ダ
ン
面
会
に
つ
い
て
、「
ロ
ダ
ン

土
曜
日
（Les Sam

edis de Rodin

）」
を
前
提
と
し
て
考
え
て
み
る
。
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10
月
5
日
土
パ
ッ
チ
が
い
れ
ば
可
能
性
あ
り

　

10
月
12
日
土
パ
ッ
チ
が
い
れ
ば
可
能
性
あ
り

　

10
月
19
日
土
本
保
義
太
郎
没
の
翌
日
の
た
め
、
可
能
性
は
少
な
さ
そ
う
。
×

10
月
26
日
土
可
能
性
薄
い

五
来
、
与
里
と
昼
飯
。
与
里
と
と
も
に
コ
ロ
ー
旧
宅
を
訪
ね

る
（
斎
藤
与
里
日
記
）

×

11
月
2
日
土
　

　

11
月
9
日
土
髙
村
光
太
郎
と
訪
問
を
試
み
た
日
と
す
れ
ば
、
可
能
性
低
い
。
×

11
月
16
日
土
前
日
に
先
週
訪
れ
な
か
っ
た
お
詫
び
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る

た
め
、
可
能
性
低
い
。

×

11
月
23
日
土
　

　

11
月
30
日
土
　

　

12
月
7
日
土

12
月
5
日
に
最
後
の
訪
問
を
依
頼
す
る
手
紙
を
出
し
て
お
り
、

14
日
が
そ
れ
に
該
当
す
る
た
め
、
可
能
性
は
低
い
か
。

×

12
月
14
日
土
４
時
、
ロ
ダ
ン
を
訪
問
（
12
月
16
日
の
礼
状
の
該
当
日
だ
ろ

う
）

　

　

す
る
と
、
パ
ッ
チ
と
と
も
に
面
会
し
た
可
能
性
の
あ
る
日
と
し
て
十
月
五
日
、
十

月
十
二
日
、
十
一
月
二
日
、
十
一
月
二
十
三
日
、
十
一
月
三
十
日
、
の
以
上
五
日
を

数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
こ
れ
ら
も
ま
だ
あ
く
ま
で
可
能
性
の
あ
る
日
付
で
あ

る
た
め
、
荻
原
の
ロ
ダ
ン
面
会
日
を
特
定
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
情
報
が
足
り
な
い

と
言
え
よ
う
。
引
き
続
き
、
周
辺
情
報
に
目
を
配
り
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
荻
原
守
衛
ほ
か
、
日
本
人
の
ロ
ダ
ン
と
の
交
流
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の

を
遺
漏
が
多
い
と
思
う
が
参
考
資
料
と
し
て
付
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

千
田
敬
一
「
ロ
ダ
ン
美
術
館
に
残
っ
て
い
る
荻
原
守
衛
関
係
資
料
に
つ
い
て
」『
碌
山
美
術
館
報
』
十
一

号
、
平
成
二
年
、
九
―
二
三
頁
参
照
。

２　

五
十
嵐
久
雄
「
荻
原
守
衛
の
ロ
ダ
ン
訪
問
の
考
察
」『
碌
山
美
術
館
報
』
三
十
八
号
、
平
成
三
十
年
、
二

二
―
三
四
頁
参
照
。

３　

幅
谷
啓
子
「
碌
山
研
究　

荻
原
守
衛
が
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
制
作
し
た
彫
刻
二
十
五
点
の
検

証
」『
碌
山
美
術
館
報
』
二
十
六
号
、
平
成
十
八
年
、
五
八
頁
参
照
。

４　

パ
ッ
チ
が
戸
張
孤
雁
の
依
頼
を
受
け
て
荻
原
と
の
思
い
出
を
語
っ
た
戸
張
の
へ
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
ロ

ダ
ン
と
の
面
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
荻
原
守
衛
『
彫
刻
真
髄
』
精
美
堂
、
明
治
四
十
四
年
、
二
二
三

頁
参
照
。（
邦
訳
と
し
て
、
笹
村
草
家
人
訳
「
荻
原
守
衛
に
関
す
る
ヲ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
ク
の
手
紙
」『
信

濃
教
育
』
七
七
三
号
、
昭
和
二
十
六
年
、
四
七
―
八
頁
参
照
。）、
な
ら
び
にW

alter Pach, Q
ueer 

thing, P
ainting, N

ew
 Y

ork and London, 1938, pp.81-2.

（
邦
訳
と
し
て
、
濱
谷
一
梅
監
修
、

望
月
早
智
子
訳
「
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
パ
ッ
チ
著
『
絵
画
、
こ
の
不
思
議
な
も
の

―
美
術
界
の
四
十
年
』

荻
原
守
衛
」『
碌
山
美
術
館
報
』
十
五
号
、
平
成
六
年
、
三
三
―
四
頁
参
照
。）

５　

『
荻
原
守
衛
書
簡
集
』
碌
山
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
、
三
二
一
頁
参
照
。

６　

九
月
三
日
付
の
パ
ッ
チ
宛
書
簡
に
「I w

ent to London to see one of m
y friend w

ho w
ell 

understood w
hat is art and w

hat w
e have got to do, and stay in London for five w

eeks. 

（
僕
は
、
芸
術
と
は
何
か
、
ま
た
我
々
の
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
何
か
な
ど
を
よ
く
理
解
し
て
い
る

友
人
の
一
人
に
会
う
た
め
ロ
ン
ド
ン
へ
行
き
、
五
週
間
滞
在
し
た
。）」
と
あ
る
。
同
書
、
三
三
九
―
四

〇
頁
参
照
。

７　

同
書
、
三
二
四
頁
参
照
。

８　

SG

生
「
休
憩
室
」『
荻
原
守
衛
日
記
・
論
説
集
』
碌
山
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
、
四
四
二
頁
参
照
。
初

出
は
、SG

生
「
休
憩
室
」『
早
稲
田
文
学
』
四
四
号
、
明
治
四
十
二
年
、
東
京
書
店
、
四
六
頁
参
照
。

斎
藤
の
ロ
ダ
ン
訪
問
に
つ
い
て
の
記
述
と
し
て
、
斎
藤
与
里
「
ロ
ダ
ン
に
就
い
て
起
る
感
想
」『
白
樺
』

第
一
巻
第
八
号
、
洛
陽
堂
、
明
治
四
十
三
年
（
復
刻
版
、
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

八
年
）、
一
七
頁
参
照
。

９　

荻
原
守
衛
「
迷
へ
る
青
年
美
術
家
」『
荻
原
守
衛
日
記
・
論
説
集
』（
前
掲
書
）、
四
一
七
頁
参
照
。
初
出

は
、
荻
原
守
衛
「
迷
へ
る
青
年
美
術
家
」『
新
小
説
』
第
十
四
年
第
六
巻
、
明
治
四
十
二
年
、
春
陽
堂
、

二
二
二
頁
。

10　

『
荻
原
守
衛
書
簡
集
』（
前
掲
書
）、
三
四
九
頁
参
照
。

11　

『
彫
刻
真
髄
』（
前
掲
書
）、
二
二
三
頁
参
照
。

12　

W
alter Pach, op. cit., p.81.

13　

M
usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R

odin II 1900-1907, 1986, p.19.
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西
暦

明
治

月
日

曜
日

典
拠
（
発
表
誌
な
ど
）

1890
-92頃

23
-25頃

岡
倉

天
心

、
東

京
美

術
学

校
の

「
泰

西
美

術
史

」
講

義
の

な
か

で
ロ

ダ
ン

に
ふ

れ
る

。
「

早
取

り
派

に
ル

ー
ダ

ン
と

云
へ

る
人

あ
り

。
此

の
人

は
極

め
て

必
要

の
処

に
力

を
用

ゆ
れ

ば
、

他
は

如
何

に
あ

る
と

も
宜

し
と

の
考

へ
を

持
ち

居
る

な
り

。
故

に
人

が
怒

っ
て

他
の

者
を

打
た

ん
と

す
る

の
図

な
れ

ば
、

其
の

人
の

顔
色

、
殊

に
目

及
び

振
り

上
げ

た
る

手
に

力
を

用
ゐ

、
他

の
着

衣
の

如
き

は
毫

も
意

を
用

ゐ
ざ

る
が

如
き

な
り

。
　

今
日

の
泰

西
美

術
は

更
に

一
変

化
を

な
さ

ん
と

す
る

最
中

な
り

。
古

来
東

洋
よ

り
西

洋
に

影
響

を
及

ぼ
し

た
る

は
亜

拉
比

亜
、

印
度

、
波

斯
、

支
那

等
な

れ
ど

も
、

近
頃

日
本

の
も

の
之

れ
に

影
響

す
る

最
も

多
し

。
仏

蘭
西

、
英

吉
利

は
其

の
最

た
る

も
の

な
り

。
仏

人
ミ

レ
ー

、
コ

ロ
ー

の
如

き
は

写
生

よ
り

写
意

を
主

唱
す

。
実

物
よ

り
面

白
味

を
添

ゆ
べ

し
と

な
り

。
イ

ン
プ

レ
ツ

シ
ヨ

ネ
ツ

ス
派

の
如

き
は

、
一

見
即

ち
真

に
し

て
是

な
り

と
す

。
海

も
空

も
意

見
し

た
る

儘
に

て
画

く
べ

し
。

細
波

片
雲

を
画

く
を

要
せ

ず
と

。
之

れ
美

術
院

の
風

と
異

な
る

処
な

り
。

前
述

の
ル

ー
ダ

ン
の

如
き

も
亦

然
り

。」

（
岡

倉
天

心
「

泰
西

美
術

史
」『

岡
倉

天
心

全
集

』
４

巻
、

平
凡

社
、

1980年
、

255
頁

。）

1903？
36？

？
伊

藤
某

と
会

う
（

中
村

不
折

「
ロ

ダ
ン

先
生

を
訪

ふ
」『

画
界

漫
語

』
服

部
書

店
、

明
治

39年
、

299
頁

。）

1904
37

5
月

荻
原

守
衛

、
サ

ロ
ン

・
ド

・
ラ

・
ソ

シ
エ

テ
・

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・

デ
・

ボ
ザ

ー
ル

（
会

期
：

4
月

17日
～

6
月

30日
）

の
会

場
グ

ラ
ン

・
パ

レ
に

展
示

さ
れ

て
い

た
ロ

ダ
ン

の
《

考
え

る
人

》（
拡

大
版

）
を

見
て

深
く

感
動

、
彫

刻
家

に
な

る
決

心
を

す
る

。
荻

原
守

衛
「

オ
ブ

リ
ヴ

ヰ
オ

ン
庵

」『
教

育
時

論
』

明
治

41年
、

開
発

社
、

19頁
。

（『
荻

原
守

衛
日

記
・

論
説

集
』

2018年
、

395-96頁
。）

1904
37

5
月

8
日

日
荻

原
守

衛
、

パ
リ

を
発

ち
帰

米
の

途
に

つ
く

。
中

村
不

折
の

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

へ
の

書
き

込
み

（
林

誠
「

資
料

研
究

　
一

九
〇

四
年

・
ロ

ン
ド

ン
―

中
村

不
折

旧
蔵

資
料

を
め

ぐ
っ

て
―

」『
碌

山
美

術
館

報
』

15号
、

平
成

6
年

、
5

-10頁
。）

1904
37

10月
3

日
月

沼
田

一
雅

が
ロ

ダ
ン

宛
に

10月
6

日
（

木
）

の
午

前
中

に
中

村
、

岡
と

三
人

で
訪

問
し

た
い

旨
の

手
紙

を
出

す
。

沼
田

一
雅

の
手

紙
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

13号
、

平
成

4
年

、
47-8

頁
。）

1904
37

10月
6

日
？

木
中

村
不

折
、

沼
田

一
雅

、
岡

精
一

が
パ

リ
郊

外
ム

ー
ド

ン
の

ロ
ダ

ン
を

訪
問

し
た

？
（

中
村

不
折

「
ロ

ダ
ン

先
生

を
訪

ふ
」

で
は

11月
）

（
中

原
悌

二
郎

「
ロ

ダ
ン

の
目

」。
石

井
か

ら
沼

田
一

雅
の

ロ
ダ

ン
訪

問
時

の
話

を
聞

い
た

。
ロ

ダ
ン

に
日

本
の

仏
像

の
写

真
を

見
せ

る
と

、
夢

殿
の

観
音

を
よ

し
と

し
、

鎌
倉

時
代

の
四

天
王

の
一

つ
は

よ
く

な
い

と
し

た
と

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
該

当
日

？
）

沼
田

一
雅

の
手

紙
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

13号
、

平
成

4
年

、
47-8

頁
。）

1905
38

秋
沼

田
一

雅
が

ロ
ダ

ン
に

弟
子

入
り

す
る

（『
ロ

ダ
ン

と
日

本
』

(図
録

)、
2001年

、
317頁

。）

1905頃
38頃

不
明

武
石

弘
三

郎
が

ム
ー

ド
ン

の
ロ

ダ
ン

を
訪

ね
る

「
一

九
〇

五
年

頃
と

思
ひ

ま
す

が
、

私
は

ブ
ラ

ッ
セ

ル
か

ら
パ

リ
へ

旅
行

い
た

し
ま

し
た

。
そ

の
時

の
目

的
の

第
一

は
、

何
と

云
つ

て
も

ロ
ダ

ン
先

生
に

あ
ふ

こ
と

で
し

た
。

幸
に

私
の

先
生

ス
タ

ー
フ

ェ
ン

は
ロ

ダ
ン

を
識

つ
て

ゐ
る

か
ら

と
云

つ
て

、
わ

ざ
わ

ざ
紹

介
状

を
書

い
て

く
れ

ま
し

た
。

ロ
ダ

ン
は

ベ
ル

ギ
ー

に
来

た
こ

と
が

あ
り

、
そ

の
時

の
知

り
あ

ひ
だ

つ
た

の
で

す
が

、
そ

の
紹

介
状

を
持

つ
て

ム
ー

ド
ン

の
ロ

ダ
ン

邸
を

訪
れ

る
と

、
玄

関
ま

で
出

て
来

た
ロ

ダ
ン

は
、

い
き

な
り

ヴ
ァ

ン
・

デ
ル

・
ス

タ
ー

フ
ェ

ン
と

い
ふ

彫
刻

家
は

知
ら

ぬ
と

云
ふ

の
で

す
。

こ
れ

に
は

困
り

ま
し

た
が

、
私

の
顔

を
見

て
、

お
前

は
日

本
人

だ
ね

、
そ

れ
ぢ

や
上

れ
と

云
ふ

の
で

す
。

日
本

人
で

あ
つ

た
が

た
め

に
、

私
は

ロ
ダ

ン
先

生
の

謦
咳

に
接

す
る

こ
と

が
出

来
た

わ
け

で
す

。」

（
武

石
弘

三
郎

「
三

度
鷗

外
像

を
彫

刻
し

て
」『

文
学

散
歩

』
15号

、
1962年

、
文

学
散

歩
友

の
会

事
務

局
、

88頁
。）

1906
39

7
月

15日
～

21日
の

間
ロ

ダ
ン

、
マ

ル
セ

イ
ユ

で
花

子
に

会
う

（『
ロ

ダ
ン

と
日

本
』

(図
録

)、
2001年

、
40頁

。）

1906
39

9
月

27日
木

荻
原

守
衛

、
ア

カ
デ

ミ
ー

・
ジ

ュ
リ

ア
ン

彫
刻

部
の

学
費

（
一

日
分

の
授

業
料

と
彫

塑
台

の
使

用
料

＋
一

年
分

404フ
ラ

ン
）

の
納

入
ジ

ュ
リ

ア
ン

学
籍

簿
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

28頁
。）

1906
39

10月
初

？
荻

原
守

衛
、

パ
リ

着
。

井
口

喜
源

治
宛

書
簡

（
no.102)（

碌
山

美
術

館
蔵

）
荻

原
十

重
十

宛
書

簡
（

no.103)（
碌

山
美

術
館

蔵
）

（
書

簡
ナ

ン
バ

ー
は

『
荻

原
守

衛
書

簡
集

』
の

も
の

、
以

下
同

様
）
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1906
39

12月
31日

月

荻
原

守
衛

か
ら

井
口

喜
源

治
宛

書
簡

（
no.104）

「
近

世
否

当
時

の
ロ

ダ
ン

が
ミ

ケ
ラ

ン
ジ

エ
ロ

以
来

の
大

家
と

思
ふ

で
す

　
氏

は
仏

国
ア

カ
デ

ミ
ー

の
方

か
ら

は
嘗

て
非

常
に

反
対

さ
れ

て
今

で
も

学
士

会
員

に
は

ま
だ

成
ら

れ
ぬ

と
思

ひ
ま

す
が

　
俗

物
共

か
ら

反
対

せ
ら

る
ゝ

そ
れ

丈
け

一
段

も
百

段
も

飛
び

は
な

れ
て

大
き

い
様

で
す

其
の

洗
礼

の
ヨ

ハ
ネ

の
如

き
実

に
崇

敬
の

感
を

与
ふ

る
力

は
恐

ろ
し

い
様

で
す

（
中

略
）

近
々

の
中

師
を

ム
ー

ド
ン

の
閑

居
に

訪
ふ

べ
け

れ
ば

説
は

聞
く

を
得

ず
と

も
製

作
の

全
部

を
見

る
事

を
得

べ
け

れ
ば

又
々

申
上

舛
」

井
口

喜
源

治
宛

書
簡

（
no.104）（

碌
山

美
術

館
蔵

）

1907
40

1
月

16日
水

ポ
ー

ル
＝

ル
イ

・
ク

シ
ュ

ー
の

1
月

16日
付

の
紹

介
状

。
「

親
愛

な
る

先
生

　
お

会
い

し
て

、
お

話
を

う
か

が
い

た
い

と
熱

望
し

て
い

る
日

本
人

の
彫

刻
家

、
荻

原
氏

と
通

訳
を

し
て

く
れ

る
東

洋
語

学
校

の
助

教
授

、
五

来
氏

を
ど

う
ぞ

あ
た

た
か

く
お

迎
え

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

敬
具

　
（

尊
敬

と
賛

美
の

念
の

表
明

を
ど

う
か

お
受

入
れ

く
だ

さ
い

）
ポ

ー
ル

＝
ル

イ
･

ク
シ

ュ
ー

」

ポ
ー

ル
＝

ル
イ

・
ク

シ
ュ

ー
の

紹
介

状
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
9

頁
。）

1907
40

1
月

22日
火

荻
原

守
衛

か
ら

井
口

宛
書

簡
（

no.105)。
「

總
じ

て
仏

国
の

美
術

は
想

に
軽

く
し

て
技

に
長

じ
た

る
も

の
ゝ

様
に

候
　

元
よ

り
ミ

レ
ー

、
フ

ゥ
サ

ン
、

ロ
ダ

ン
等

二
、

三
、

の
例

外
は

有
之

可
く

候
へ

共
大

体
彼

等
は

偉
大

の
思

想
を

了
解

し
得

る
国

民
な

ら
ざ

る
如

く
拝

見
候

　
殊

に
最

近
の

も
の

に
至

つ
て

は
軽

浮
浅

劣
の

作
多

く
候

中
に

独
り

ロ
ダ

ン
が

偉
大

の
製

作
を

展
覧

し
て

吾
人

の
意

を
強

ふ
す

る
あ

る
の

み
、

彼
は

文
学

界
に

於
け

る
ユ

ー
ゴ

ー
の

如
く

群
を

ぬ
く

事
万

々
尺

に
候

　
唯

今
ユ

ー
ゴ

ー
な

ど
も

眠
り

つ
ゝ

あ
る

パ
ン

テ
オ

ン
の

門
前

に
す

へ
ら

れ
候

ロ
ダ

ン
の

＂ラ
・

パ
ン

サ
ー

＂（（
考

思
の

人
？

））
の

如
き

は
全

身
之

れ
膽

全
体

之
れ

魂
と

で
も

申
す

べ
き

か
　

之
れ

は
先

生
が

二
十

年
の

久
し

き
に

わ
た

り
て

ま
だ

成
就

せ
ざ

る
ダ

ン
テ

の
神

曲
中

＂地
獄

の
門

＂
な

る
大

製
作

の
間

中
に

描
か

る
べ

き
も

の
ゝ

由
に

て
彼

れ
が

一
代

の
傑

作
な

る
や

も
不

知
れ

ず
候

　
此

頃
先

生
へ

照
介

状
を

得
候

へ
ば

近
々

訪
問

　
如

何
に

此
の

偉
人

が
小

弟
の

眼
に

映
ぜ

る
か

を
御

報
導

致
可

く
候

」（
→

　
こ

れ
以

前
の

ロ
ダ

ン
面

会
は

な
い

）

井
口

喜
源

治
宛

書
簡

（
no.105)（

碌
山

美
術

館
蔵

）

1907
40

1
月

22日
火

本
野

久
、

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

「
拝

啓
　

先
日

貴
方

に
お

話
し

し
ま

し
た

、
若

い
日

本
の

芸
術

家
で

あ
る

私
の

友
人

た
ち

に
、

貴
方

の
ア

ト
リ

エ
を

見
せ

て
い

た
だ

け
ば

大
変

う
れ

し
く

存
じ

ま
す

。
私

自
身

が
ご

紹
介

に
同

道
で

き
な

い
も

の
で

す
か

ら
、

貴
方

の
ご

希
望

の
折

に
彼

ら
が

私
の

名
刺

を
も

っ
て

お
訪

ね
い

た
し

ま
す

。
　

お
返

事
、

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

敬
具

　
本

野
久

」（
三

谷
氏

訳
）

本
野

久
、

ロ
ダ

ン
宛

の
書

簡
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

1907
40

1
月

25日
金

本
野

久
、

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

「
拝

啓
　

私
の

お
願

い
を

お
聞

き
届

け
い

た
だ

き
、

貴
方

の
ア

ト
リ

エ
で

友
人

に
ご

面
会

い
た

だ
く

こ
と

に
な

り
、

誠
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
彼

ら
は

日
曜

日
の

午
後

ム
ー

ド
ン

に
う

か
が

わ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

一
行

は
4

人
で

す
。

象
牙

・
象

嵌
の

細
工

師
で

あ
る

ア
サ

イ
氏

は
、

宝
物

修
理

の
た

め
帝

室
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

ホ
サ

カ
氏

は
象

牙
細

工
師

、
マ

エ
ジ

マ
氏

と
カ

ケ
シ

［
カ

ケ
ヒ

？
］

氏
は

ブ
ロ

ン
ズ

の
彫

刻
家

で
す

。
こ

れ
ら

3
人

の
若

者
は

東
京

美
術

学
校

の
生

徒
で

す
。

彼
ら

は
た

だ
い

ま
ボ

エ
テ

ィ
通

り
の

ガ
イ

ヤ
ー

ル
氏

の
許

に
い

ま
す

。
彼

ら
が

貴
方

の
関

心
を

引
け

ば
よ

い
で

す
ね

。
お

望
み

で
し

た
ら

、
日

本
美

術
に

つ
い

て
お

尋
ね

く
だ

さ
い

。
私

へ
の

ご
親

切
に

改
め

て
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

敬
具

　
本

野
久

」（
三

谷
氏

訳
）

本
野

久
、

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）

1907
40

1
月

27日
日

午
後

、
ア

サ
イ

、
ホ

サ
カ

、
マ

エ
ジ

マ
、

カ
ケ

シ
、

ム
ー

ド
ン

に
訪

問
本

野
久

、
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

1
月

25日
の

書
簡

か
ら

本
野

一
郎

が
ム

ー
ド

ン
に

招
か

れ
る

。
（『

ロ
ダ

ン
と

日
本

』（
図

録
）、

2001年
、

318頁
。）

1907
40

1
月

31日
木

ア
ル

ベ
ル

ト
･

カ
ー

ン
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
の

本
保

義
太

郎
の

紹
介

状
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

12頁
。）

1907
40

2
月

9
日

土
「

荻
原

君
は

岡
君

と
、

ロ
ダ

ン
、

を
訪

ね
る

と
云

ッ
て

居
ッ

た
」

（
面

会
は

お
そ

ら
く

し
て

い
な

い
　

←
　

4
/24の

パ
ッ

チ
宛

書
簡

の
内

容
か

ら
）

斎
藤

与
里

の
日

記
「

草
笛

」（
加

須
市

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

27号
、

平
成

19年
、

50頁
。）

1907
40

2
月

17日
日

「
今

日
は

彫
刻

の
大

家
ロ

ダ
ン

氏
を

訪
ね

る
の

で
荻

原
君

と
五

来
で

朝
の

十
時

迄
に

僕
の

家
に

来
る

約
束

で
あ

ッ
た

。
昨

日
荻

原
と

別
れ

る
時

に
「

若
し

十
時

半
頃

に
迄

に
君

の
家

に
行

か
な

か
っ

た
ら

、
明

日
は

行
か

れ
な

い
も

の
と

思
ッ

て
呉

れ
給

ひ
」

と
云

ッ
た

か
ら

今
日

其
時

刻
迄

待
ッ

て
居

ッ
た

。
処

が
来

な
も

ん
だ

か
ら

、
何

か
用

事
が

出
来

て
行

か
れ

な
い

の
と

見
え

る
。

ぢ
や

ー
僕

の
方

か
ら

訪
ね

て
今

日
は

一
ッ

田
舎

で
面

白
く

遊
ふ

と
思

ッ
て

巴
里

を
十

一
時

の
汽

車
で

出
発

し
た

。
ヴ

ト
リ

ー
の

荻
原

君
の

家
を

訪
ね

て
見

る
と

「
今

朝
巴

里
へ

二
人

で
出

掛
け

ま
し

た
」

と
云

ふ
の

で
、

そ
り

や
し

ま
ッ

た
出

違
ひ

だ
。」

（
面

会
は

お
そ

ら
く

し
て

い
な

い
　

←
　

4
/24の

パ
ッ

チ
宛

書
簡

の
内

容
か

ら
）

（
1

/16の
紹

介
状

と
関

係
す

る
か

？
）

斎
藤

与
里

の
日

記
「

草
笛

」（
加

須
市

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

27号
、

平
成

19年
、

53頁
。）

1907
40

3
月

1
～

4
日

ロ
ダ

ン
、

ス
ト

ラ
ス

ブ
ー

ル
へ

　
（

→
　

こ
の

間
の

面
会

は
な

い
）

M
usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R

odin II 1900-1907, 
1986, p.19.

1907
40

3
月

22～
24日

ロ
ダ

ン
、

リ
ヨ

ン
へ

　
（

→
　

こ
の

間
の

面
会

は
な

い
）

M
usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R

odin II 1900-1907, 
1986, p.19.

1907
40

4
月

2
日

火
本

保
義

太
郎

、
サ

ロ
ン

・
デ

・
ボ

ザ
ー

ル
入

選
の

通
知

を
サ

ロ
ン

の
彫

塑
部

長
ロ

ダ
ン

か
ら

受
け

取
る

。
（『

高
志

の
華

』
36号

、
昭

和
55）

碌山美術館報　第42号
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1907
40

4
月

3
日

水
日

本
大

使
館

か
ら

の
本

保
義

太
郎

を
紹

介
す

る
ロ

ダ
ン

宛
の

紹
介

状
日

本
大

使
館

か
ら

の
本

保
の

紹
介

状
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
13頁

。）

1907
40

4
月

6
日

土
本

保
義

太
郎

が
ロ

ダ
ン

を
ム

ー
ド

ン
に

訪
ね

る
。

4
月

13日
も

訪
問

す
る

約
束

を
す

る
。

本
保

の
礼

状
（

4
/11）（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）（『

高
志

の
華

』
42号

、
昭

和
57）

本
保

の
実

家
へ

の
手

紙
（

所
蔵

先
？

）（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
12

頁
。）

1907
40

4
月

7
日

日
荻

原
守

衛
、

10時
半

プ
ラ

ス
サ

ン
ジ

ル
マ

ン
で

与
里

と
会

い
、

教
会

へ
。

12時
15分

教
会

を
出

る
。

美
術

館
、

公
園

へ
。

子
ど

も
の

テ
ニ

ス
を

一
時

間
見

る
。

面
白

い
の

で
毎

日
曜

見
よ

う
と

約
束

す
る

。
斎

藤
与

里
の

日
記

「
草

笛
」（

加
須

市
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
28号

、
平

成
20年

、
54頁

。）

1907
40

4
月

11日
木

ロ
ダ

ン
宛

の
本

保
義

太
郎

の
礼

状
ロ

ダ
ン

宛
の

本
保

義
太

郎
の

礼
状

（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

12頁
。）（『

高
志

の
華

』
42号

、
昭

和
57）

1907
40

4
月

12日
金

ロ
ダ

ン
の

秘
書

？
か

ら
本

保
義

太
郎

へ
翌

日
の

面
会

を
翌

週
へ

延
ば

す
旨

の
伝

言
ロ

ダ
ン

の
名

刺
に

書
か

れ
た

本
保

義
太

郎
宛

伝
言

（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
13頁

。）（『
高

志
の

華
』

36号
、

昭
和

55）

1907
40

4
月

13日
土

ロ
ダ

ン
は

サ
ロ

ン
の

用
事

　
→

　
本

保
義

太
郎

の
面

会
の

延
期

 （
→

　
荻

原
も

会
っ

て
な

い
は

ず
）

ロ
ダ

ン
の

名
刺

に
書

か
れ

た
本

保
義

太
郎

宛
伝

言
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

13頁
。）（『

高
志

の
華

』
36号

、
昭

和
55）

1907
40

4
月

14日
日

サ
ロ

ン
開

幕
（

～
6

月
30日

）

1907
40

4
月

19日
金

「
昼

飯
は

例
の

飯
屋

也
。

(中
略

）
会

す
る

は
五

来
素

川
子

　
出

口
　

本
保

　
斎

藤
に

て
　

出
口

の
オ

シ
ャ

ベ
リ

に
腹

を
痛

く
す

」
（

→
　

翌
日

、
本

保
義

太
郎

が
ロ

ダ
ン

訪
問

す
る

話
題

が
出

た
の

で
は

？
）

荻
原

守
衛

「
イ

タ
リ

ア
･

エ
ジ

プ
ト

日
記

」
（『

荻
原

守
衛

日
記

・
論

説
集

』、
2018年

、
305頁

。）

1907
40

4
月

20日
土

本
保

義
太

郎
が

ロ
ダ

ン
を

訪
ね

て
い

る
可

能
性

高
い

（
→

守
衛

、
同

道
か

？
）

ロ
ダ

ン
の

名
刺

に
書

か
れ

た
本

保
義

太
郎

宛
伝

言
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

13頁
。）（『

高
志

の
華

』
36号

、
昭

和
55）

1907
40

4
月

24日
水

夜
、

荻
原

守
衛

、
パ

ッ
チ

宛
書

簡
（

no.106)を
認

め
る

。
＂in sculpture Rodin is only one, the other are alm

ost very bad. he has “m
an in w

alk” and is great. I m
et him

 tw
ice in 

his studio lately oh, nice gentlem
an he is, he is only sculpter of this tim

e I think.＂
（

彫
刻

で
は

、
ロ

ダ
ン

だ
け

が
た

だ
ひ

と
り

突
出

し
て

い
て

、
あ

と
は

皆
目

駄
目

だ
。

ロ
ダ

ン
は

「
歩

く
人

」
を

出
品

し
て

い
て

、
こ

れ
が

素
晴

ら
し

か
っ

た
。

僕
は

最
近

彼
の

ア
ト

リ
エ

を
訪

ね
、

二
度

会
う

こ
と

が
で

き
た

ん
だ

。
あ

あ
、

素
晴

ら
し

い
紳

士
だ

っ
た

。
彼

こ
そ

が
今

日
存

在
し

う
る

た
だ

ひ
と

り
の

彫
刻

家
だ

と
僕

は
思

う
。）」

パ
ッ

チ
宛

書
簡

（
no.106）（

ス
ミ

ソ
ニ

ア
ン

博
物

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
23号

、
平

成
15年

、
6

頁
。）

1907
40

5
月

11日
土

荻
原

守
衛

、
鹿

子
木

孟
郎

と
斎

藤
与

里
を

訪
ね

半
日

遊
ぶ

　
（

→
　

ロ
ダ

ン
面

会
は

な
い

は
ず

）
斎

藤
与

里
の

日
記

「
草

笛
」（

加
須

市
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
28号

、
平

成
20年

、
55頁

。）

1907
40

5
月

25日
土

セ
ー

ブ
ル

の
五

来
欣

造
を

訪
ね

る
。

　
（

→
　

ロ
ダ

ン
面

会
は

な
い

は
ず

）
井

口
喜

源
治

宛
書

簡
（

no.107）

1907
40

5
月

26日
日

汽
車

に
乗

り
遅

れ
教

会
へ

行
け

ず
、

終
日

五
来

と
過

ご
し

、
ロ

ダ
ン

の
家

の
辺

り
を

通
り

な
が

ら
帰

宅
　

（
→

　
ロ

ダ
ン

面
会

は
な

い
は

ず
）

井
口

宛
喜

源
治

書
簡

（
no.107）

1907
40

5
月

28日
火

荻
原

守
衛

、
井

口
喜

源
治

宛
書

簡
（

no.107）
を

認
め

る
。

「
此

の
土

曜
に

は
セ

ー
ブ

ル
に

五
来

兄
を

訪
ひ

（
氏

は
同

地
に

転
ぜ

り
）、

他
の

二
友

と
四

人
し

て
観

月
会

を
催

し
、

カ
ル

タ
な

ど
遊

び
ま

し
た

。
日

曜
は

巴
里

の
英

国
の

教
会

へ
参

る
の

が
後

れ
て

（
汽

車
に

）、
終

一
日

を
同

兄
と

遊
び

暮
ら

し
、

御
祭

り
へ

参
り

風
船

を
見

な
ど

致
し

ま
し

た
。

セ
ー

ン
に

船
を

浮
べ

ん
と

し
て

、
か

す
舟

の
な

い
の

に
驚

き
、

森
の

遥
逍

に
ロ

ダ
ン

の
家

の
辺

に
出

で
此

夜
僕

の
美

登
里

庵
に

帰
り

ま
し

た
。」

井
口

喜
源

治
宛

書
簡

（
no.107）

1907
40

6
月

8
日

土
津

田
青

楓
、

安
井

曾
太

郎
、

パ
リ

到
着

（
富

山
秀

男
編

「
年

譜
」『

生
誕

百
年

記
念

安
井

曽
太

郎
展

』（
図

録
）、

毎
日

新
聞

社
、

1989年
。）

1907
40

6
月

24日
～

７
月

5
日

頃
ロ

ダ
ン

、
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー

ド
へ

M
usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R

odin II 1900-1907,  
1986, p.19.

1907
40

7
月

5
日

～
7

月
15日

ロ
ダ

ン
、

ブ
リ

ュ
ッ

セ
ル

へ
M

usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R
odin II 1900-1907,  

1986, p.19.

1907
40

7
月

15日
～

7
月

31日
ロ

ダ
ン

、
ボ

ア
・

ル
・

ウ
（

フ
ジ

ェ
ー

ル
）、

ド
ン

ピ
エ

ー
ル

、
ク

タ
ン

ス
、

ル
・

マ
ン

な
ど

へ
M

usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R
odin II 1900-1907, 

1986, p.19.

1907
40

7
月

末
～

8
月

末
荻

原
守

衛
、

7
月

末
か

ら
8

月
末

迄
約

５
週

間
イ

ギ
リ

ス
滞

在
。

（
7

月
29日

（
月

）
に

は
少

な
く

と
も

ロ
ン

ド
ン

滞
在

）
　

（
→

　
ロ

ダ
ン

面
会

は
な

い
は

ず
）

荻
原

守
衛

、
白

瀧
幾

之
助

宛
、

ロ
ン

ド
ン

発
信

8
月

2
日

（
金

）
付

書
簡

（
個

人
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
37号

、
平

成
29年

、
4

頁
。）

荻
原

守
衛

、
荻

原
十

重
十

宛
、

ヴ
ィ

ト
リ

ー
発

信
9

月
1

日
（

日
）

付
書

簡
（

no. 
109)（

碌
山

美
術

館
蔵

）
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1907
40

9
月

初
～

9
月

21日
ロ

ダ
ン

、
ボ

ア
・

ル
・

ウ
へ

　
（

→
　

以
上

か
ら

、
ロ

ダ
ン

は
6

月
24日

か
ら

9
月

21日
ま

で
は

パ
リ

を
離

れ
て

お
り

、
こ

の
期

間
の

面
会

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。）

M
usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R

odin II 1900-1907,  
1986, p.19.

1907
40

パ
ッ

チ
、

パ
リ

に
来

る
、

９
月

半
ば

以
降

パ
ッ

チ
の

パ
リ

到
着

以
降

12月
17日

ま
で

に
、

パ
ッ

チ
同

道
の

荻
原

の
ロ

ダ
ン

訪
問

は
最

低
２

回
か

　
＂I translated for M

ori and Rodin at one of their interview
s＂（『

彫
刻

真
髄

』
223頁

）
　

→
　

複
数

回
　

＂by later visits w
ith O

gihara (Q
ueer thing, Painting, p. 81)　

→
　

複
数

回

荻
原

守
衛

『
彫

刻
真

髄
』、

精
美

堂
、

明
治

44年
、

223頁
。

W
alter Pach, Q

ueer thing, Painting, N
ew

 Y
ork and London, 1938, pp.81.

1907
40

10月
7

日
月

こ
の

時
点

で
、

16 rue du T
heatre に

津
田

青
風

、
安

井
曾

太
郎

、
白

滝
幾

之
助

が
住

ん
で

い
る

。

（
白

滝
幾

之
助

「
或

日
誰

か
ら

か
紹

介
状

を
貰

つ
て

ロ
ダ

ン
先

生
を

郊
外

の
居

宅
に

訪
問

す
る

こ
と

に
な

つ
た

。
吾

々
二

三
友

も
追

従
し

た
。

（
中

略
）

生
憎

当
日

は
先

生
は

巴
里

の
ア

ト
リ

エ
に

行
つ

て
居

ら
れ

た
」

東
京

藝
術

大
学

石
井

教
授

研
究

室
編

『
彫

刻
家

荻
原

碌
山

』
信

濃
教

育
会

、
昭

和
29年

、
135頁

。）
（

白
滝

は
8

月
14日

に
は

パ
リ

に
い

る
←

五
来

書
簡

『
碌

山
美

術
館

報
』

14号
、

平
成

5
年

、
74頁

。）

鹿
子

木
孟

郎
書

簡
（

山
梨

絵
美

子
「

研
究

資
料

　
鹿

子
木

孟
郎

滞
欧

書
簡

（
三

）」『
美

術
研

究
』

346号
、

平
成

2
、

217頁
。）

1907
40

10月
10日

？
？

ロ
ダ

ン
の

素
描

展
＠

ベ
ル

ヘ
イ

ム
＝

ジ
ュ

ー
ヌ

画
廊

（
会

期
：

お
そ

ら
く

10月
10日

～
30日

）
M

usée Rodin (ed.), Chronologie, Correspondance de R
odin II 1900-1907, 

1986, p.19.

1907
40

10月
18日

金
本

保
義

太
郎

没
（『

高
志

の
華

』
36号

、
昭

和
55）

1907
40

10月
22日

火
本

保
義

太
郎

の
葬

儀
（

午
前

に
rue de la Santi（

コ
シ

ャ
ン

病
院

）
か

ら
出

て
ペ

ー
ル

・
ラ

シ
ェ

ー
ズ

墓
地

に
行

く
）

鹿
子

木
孟

郎
書

簡
（

山
梨

絵
美

子
「

研
究

資
料

　
鹿

子
木

孟
郎

滞
欧

書
簡

（
三

）」『
美

術
研

究
』

346号
、

平
成

2
、

219頁
。）

1907
40

10月
26日

土
 （

荻
原

守
衛

、
五

来
欣

造
、

斎
藤

与
里

と
昼

飯
。

斎
藤

与
里

と
と

も
に

コ
ロ

ー
旧

宅
を

訪
ね

る
）

斎
藤

与
里

の
日

記
「

草
笛

」（
加

須
市

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

28号
、

平
成

20年
、

55頁
。）

1907
40

10月
30日

水
ロ

ダ
ン

の
素

描
展

（
＠

ベ
ル

ヘ
イ

ム
＝

ジ
ュ

ー
ヌ

画
廊

）
最

終
日

1907
40

素
描

展
の

２
、

３
日

後
？

11月
1

日
（

金
）、

2
日

（
土

）、
3

日
（

日
）

か
？

斎
藤

与
里

、
ロ

ダ
ン

を
訪

ね
る

が
不

在
　

（
日

時
は

典
拠

文
中

の
「

秋
」「

五
六

十
枚

集
め

て
、

ツ
イ

二
三

日
前

迄
巴

里
で

、
展

覧
会

に
供

し
た

」
か

ら
推

定
）

斎
藤

与
里

「
ロ

ダ
ン

に
就

い
て

起
る

感
想

」『
白

樺
』

第
一

号
第

八
巻

、
明

治
43年

、
17頁

。

1907
40

11月
3

日
日

「
明

治
四

十
年

秋
天

長
節

を
禿

堂
、

南
北

子
と

巴
里

に
迎

ふ
　

碌
山

」
（

禿
堂

＝
白

瀧
幾

之
助

、
南

北
子

＝
不

明
）

荻
原

守
衛

ス
ケ

ッ
チ

ブ
ッ

ク
Ⅰ

の
書

き
込

み
（『

荻
原

守
衛

日
記

・
論

説
集

』
2018年

、
295頁

。）

1907
40

11月
初

旬
？

荻
原

守
衛

、
高

村
光

太
郎

と
と

も
に

、
ロ

ダ
ン

の
ア

ト
リ

エ
（

お
そ

ら
く

ム
ー

ド
ン

）
へ

行
き

ロ
ー

ズ
と

会
う

が
、

ロ
ダ

ン
の

ア
ト

リ
エ

（
ユ

ニ
ヴ

ェ
ル

シ
テ

通
り

）
に

立
ち

寄
れ

ず
ロ

ダ
ン

に
は

会
え

な
か

っ
た

。
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

no.115）（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
よ

り
推

定
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

14頁
。）

1907
40

11月
13日

水
高

村
光

太
郎

手
紙

「
先

週
巴

理
へ

一
寸

参
り

セ
ザ

ン
の

妙
味

を
は

じ
め

て
知

り
申

候
。」

　
→

高
村

の
パ

リ
訪

問
は

こ
れ

以
前

高
村

光
太

郎
手

紙
（

ロ
ン

ド
ン

発
信

）
（『

高
村

光
太

郎
　

い
の

ち
と

愛
の

軌
跡

』（
図

録
）、

山
梨

県
立

文
学

館
、

2007年
、

21頁
。）

1907
40

11月
15日

金
荻

原
守

衛
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

no.115）
一

週
間

前
ユ

ニ
ヴ

ェ
ル

シ
テ

の
ア

ト
リ

エ
を

訪
ね

な
か

っ
た

こ
と

を
わ

び
る

。（
高

村
光

太
郎

の
電

車
の

時
間

の
関

係
で

）
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

no.115）（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

14頁
。）

（『
生

誕
150年

ロ
ダ

ン
展

』（
図

録
）

平
成

2
年

、
144頁

。）

1907
40

12月
5

日
木

荻
原

守
衛

か
ら

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

（
no.116）

ロ
ダ

ン
の

ハ
ガ

キ
へ

の
御

礼
を

述
べ

る
。

訪
問

の
希

望
を

伝
え

る
。

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

（
no.116）（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
17頁

。）
（『

生
誕

150年
ロ

ダ
ン

展
』（

図
録

）
平

成
2

年
、

144-5
頁

。）

1907
40

12月
14日

土
４

時
、

荻
原

守
衛

、
ロ

ダ
ン

を
訪

問
（

12月
16日

の
礼

状
の

該
当

日
か

？
）

秘
書

の
予

定
表

（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
26号

、
平

成
18年

、
58頁

。）

1907
40

12月
16日

月
荻

原
守

衛
、

ウ
ォ

ル
タ

ー
・

パ
ッ

チ
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

no.118）
ム

ー
ド

ン
で

の
訪

問
の

御
礼

と
贈

呈
し

た
鈴

木
春

信
の

浮
世

絵
の

説
明

。
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

no.118）（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

18頁
。）

（『
生

誕
150年

ロ
ダ

ン
展

』（
図

録
）

平
成

2
年

、
145頁

。）

1907
40

12月
17日

火
荻

原
守

衛
、

帰
国

の
た

め
パ

リ
を

発
つ

。
「

伊
太

利
の

旅
」『

現
代

』
現

代
社

、
明

治
42年

、
111頁

。
（『

荻
原

守
衛

日
記

・
論

説
集

』
2018年

、
444頁

。）

1908
41

6
月

6
日

土
「

晴
天

　
午

後
二

時
Rodin

ヲ
見

ル
　

Bernedelte
共

な
り

」
（

岡
倉

天
心

「
欧

州
旅

行
日

誌
」『

岡
倉

天
心

全
集

』
５

巻
、

平
凡

社
、

1979年
、

414
頁

。）
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1908頃
41

？
？

あ
る

日
曜

、
有

島
生

馬
、

山
下

新
太

郎
と

光
太

郎
が

ム
ー

ド
ン

に
ロ

ダ
ン

を
訪

ね
る

が
不

在
（

光
太

郎
の

パ
リ

着
は

6
月

11日
、

パ
リ

発
は

翌
年

5
月

）

高
村

光
太

郎
「

ロ
ダ

ン
の

手
記

談
話

録
」」『

高
村

光
太

郎
全

集
』

第
七

巻
、

筑
摩

書
房

、
1957年

、
139頁

。
高

村
光

太
郎

「
遍

歴
の

日
」『

高
村

光
太

郎
全

集
』

第
十

巻
、

筑
摩

書
房

、
1958年

、
143頁

。

1910
43

4
月

22日
金

荻
原

守
衛

没

1910
43

9
月

1
日

木
有

島
生

馬
、

ロ
ダ

ン
へ

手
紙

を
出

す
（

特
集

を
組

む
の

で
、

正
確

な
誕

生
日

を
教

え
て

欲
し

い
、

で
き

れ
ば

肖
像

写
真

と
メ

ッ
セ

ー
ジ

も
）

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
。）

1910
43

10月
12日

水
有

島
、

ロ
ダ

ン
の

書
簡

受
理

（
誕

生
日

の
回

答
、

デ
ッ

サ
ン

と
浮

世
絵

の
交

換
を

提
案

）
（『

白
樺

派
の

愛
し

た
美

術
』（

図
録

）、
平

成
21年

、
31頁

。）

1910
43

10月
30日

日
有

島
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
の

書
簡

（
写

真
と

手
紙

の
御

礼
、

浮
世

絵
は

後
日

発
送

）
（『

白
樺

派
の

愛
し

た
美

術
』（

図
録

）、
平

成
21年

、
31頁

。）

1910
43

11月
14日

月
『

白
樺

』
11月

号
（

ロ
ダ

ン
号

）
発

行
　

（
ロ

ダ
ン

か
ら

誕
生

日
は

14日
と

返
事

が
来

た
た

め
）

1911
44

4
月

20日
木

荻
原

守
衛

の
遺

稿
集

『
彫

刻
真

髄
』

発
行

1911
44

5
月

28日
日

パ
ッ

チ
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

荻
原

の
遺

稿
集

『
彫

刻
真

髄
』

を
献

呈
し

た
い

）
パ

ッ
チ

書
簡

（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
11号

、
平

成
2

年
、

19頁
。）

（『
生

誕
150年

ロ
ダ

ン
展

』（
図

録
）、

平
成

2
年

、
145-46頁

。）

1911
44

6
月

1
日

木
ロ

ダ
ン

か
ら

パ
ッ

チ
宛

書
簡

（
申

し
出

へ
の

返
答

：
今

週
金

曜
も

し
く

は
土

曜
の

五
時

半
に

お
越

し
く

だ
さ

い
）

ロ
ダ

ン
書

簡
（

ス
ミ

ソ
ニ

ア
ン

博
物

館
蔵

）
（『

碌
山

美
術

館
報

』
23号

、
平

成
15年

、
16頁

。）

1911
44

6
月

2
日

金
パ

ッ
チ

か
ら

ロ
ダ

ン
宛

書
簡

（
手

紙
の

御
礼

と
明

日
土

曜
5

時
半

に
伺

う
）

パ
ッ

チ
書

簡
（

ロ
ダ

ン
美

術
館

蔵
）

（『
碌

山
美

術
館

報
』

11号
、

平
成

2
年

、
20頁

。）
（『

生
誕

150年
ロ

ダ
ン

展
』（

図
録

）、
平

成
2

年
、

146頁
。）

1911
44

6
月

3
日

土
パ

ッ
チ

、
藤

川
勇

造
と

共
に

ロ
ダ

ン
訪

問
パ

ッ
チ

書
簡

（
ロ

ダ
ン

美
術

館
蔵

）（
6

月
2

日
付

よ
り

推
定

）

1911
44

7
月

付
白

樺
同

人
が

ロ
ダ

ン
に

浮
世

絵
30枚

を
贈

る
（『

白
樺

派
の

愛
し

た
美

術
』（

図
録

）、
平

成
21年

、
31頁

。）

1911
44

8
月

18日
土

ロ
ダ

ン
か

ら
有

島
宛

書
簡

（
浮

世
絵

の
返

礼
、

3
点

の
ブ

ロ
ン

ズ
贈

呈
の

申
し

出
、

日
本

で
の

デ
ッ

サ
ン

展
の

提
案

）
（

デ
ッ

サ
ン

展
の

話
は

そ
の

後
白

樺
の

手
を

離
れ

国
家

規
模

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

な
る

が
、

結
局

頓
挫

）
（『

白
樺

派
の

愛
し

た
美

術
』（

図
録

）、
平

成
21年

、
31頁

。）
（

全
文

訳
は

高
村

光
太

郎
『

続
ロ

ダ
ン

の
言

葉
』

叢
文

閣
、

大
正

9
年

、
176-8

頁
。）

1911
44

9
月

17日
日

ロ
ダ

ン
か

ら
有

島
？

宛
書

簡
（

ブ
ロ

ン
ズ

を
積

み
込

ん
だ

船
は

12月
頃

到
着

予
定

）
（『

ロ
ダ

ン
と

日
本

』（
図

録
）、

2001年
、

157頁
。）

（
全

文
訳

は
高

村
光

太
郎

『
続

ロ
ダ

ン
の

言
葉

』
叢

文
閣

、
大

正
9

年
、

178-9
頁

。）

1911
44

10月
25日

水
有

島
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

ブ
ロ

ン
ズ

贈
呈

の
申

し
出

へ
の

謝
意

、
デ

ッ
サ

ン
展

の
詳

細
照

会
）

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
。）

1911
44

11月
17日

金
ロ

ダ
ン

か
ら

有
島

宛
書

簡
（

デ
ッ

サ
ン

展
の

詳
細

提
案

）
（『

白
樺

派
の

愛
し

た
美

術
』（

図
録

）、
平

成
21年

、
31頁

。）

1911
44

12月
22日

金
3

点
の

ブ
ロ

ン
ズ

（《
小

さ
き

影
》《

マ
ダ

ム
・

ロ
ダ

ン
》《

ゴ
ロ

ツ
キ

の
首

》）
の

受
理

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
。）

1912
45

1
月

付
有

島
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

ブ
ロ

ン
ズ

の
御

礼
）

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
。）

1912
45

2
月

16～
25日

「
白

樺
主

催
第

四
回

美
術

展
覧

会
」

開
催

（
赤

坂
：

三
会

堂
、

ロ
ダ

ン
の

3
点

を
出

品
）

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
お

よ
び

186頁
。）

1912
45

5
月

3
日

金
有

島
か

ら
ロ

ダ
ン

宛
書

簡
（

与
謝

野
夫

妻
の

紹
介

状
）

（『
白

樺
派

の
愛

し
た

美
術

』（
図

録
）、

平
成

21年
、

31頁
。）

1912
45

6
月

18日
火

与
謝

野
鉄

幹
、

晶
子

、
ロ

ダ
ン

を
訪

ね
る

。
通

訳
は

松
岡

曙
村

。
ア

ポ
な

し
。

紹
介

状
は

有
島

。
ム

ー
ド

ン
を

訪
ね

不
在

、
ビ

ロ
ン

館
で

面
会

。
与

謝
野

『
東

京
朝

日
新

聞
』

7
/14，

15，
16，

17
松

岡
は

『
大

阪
朝

日
新

聞
』

7
/16、

17

1912
大

元
11月

19日
火

安
達

峰
一

郎
か

ら
ロ

ダ
ン

へ
経

済
事

情
の

た
め

す
ぐ

に
は

日
本

で
ロ

ダ
ン

展
は

で
き

な
い

と
聞

い
て

い
る

、
藤

川
勇

造
の

後
ろ

盾
の

依
頼

（『
碌

山
美

術
館

報
』

12号
、

平
成

3
年

、
35頁

。）

1913
大

2
3

月
20日

木
安

達
峰

一
郎

か
ら

ロ
ダ

ン
へ

藤
川

は
パ

リ
で

ど
の

よ
う

に
修

行
を

積
ん

で
い

ま
す

か
？

（『
碌

山
美

術
館

報
』

12号
、

平
成

3
年

、
35頁

。）
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1913
大

2
6

月
19日

木
国

民
美

術
協

会
か

ら
ロ

ダ
ン

へ
14年

4
月

1
日

よ
り

展
覧

会
を

開
催

し
た

く
、

作
品

の
発

送
を

依
頼

（『
碌

山
美

術
館

報
』

12号
、

平
成

3
年

、
35頁

。）

1914
大

3
9

月
2

日
水

藤
川

勇
造

か
ら

ロ
ダ

ン
へ

戦
禍

を
逃

れ
イ

ギ
リ

ス
へ

移
る

こ
と

、
イ

ギ
リ

ス
で

仕
事

を
さ

せ
て

く
れ

る
彫

刻
家

の
紹

介
を

依
頼

（『
碌

山
美

術
館

報
』

12号
、

平
成

3
年

、
35頁

。）
（『

生
誕

150年
ロ

ダ
ン

展
』（

図
録

）、
平

成
2

年
、

147頁
。）

1914
大

3
10月

10日
土

藤
川

勇
造

か
ら

ロ
ダ

ン
へ

昨
晩

手
紙

を
受

け
取

り
、

本
日

午
後

ト
ゥ

イ
ー

ド
氏

を
訪

ね
る

も
留

守
（『

碌
山

美
術

館
報

』
12号

、
平

成
3

年
、

36頁
。）

（『
生

誕
150年

ロ
ダ

ン
展

』（
図

録
）

平
成

2
年

、
147-8

頁
。）

1914
大

３
不

明
「

千
九

百
十

四
年

の
或

日
日

本
の

学
生

が
ロ

ダ
ン

を
市

中
の

工
房

に
訪

う
た

。
ロ

ダ
ン

は
直

ち
に

引
接

し
て

、「
今

日
は

何
を

持
つ

て
来

た
」

と
い

き
な

り
き

い
た

。
学

生
は

赤
く

な
つ

て
「

今
日

は
何

も
持

つ
て

来
ま

せ
ん

で
し

た
。」

と
答

へ
た

。
す

る
と

ロ
ダ

ン
は

顔
を

曇
ら

し
て

、
「

仕
事

を
見

せ
に

来
た

の
で

な
け

れ
ば

す
ぐ

帰
へ

り
な

さ
い

」
と

言
つ

た
さ

う
だ

」
（

山
本

鼎
「

ロ
ダ

ン
の

事
」『

美
術

家
の

欠
伸

』、
ア

ル
ス

、
1921年

、
204頁

。）

1914
大

３
冬

ロ
ン

ド
ン

に
て

、
ロ

ダ
ン

の
イ

タ
リ

ア
旅

行
の

二
日

前
「

私
は

千
九

百
十

四
年

の
冬

倫
敦

で
ロ

ダ
ン

翁
に

お
目

に
懸

つ
た

。」（
206頁

）
「

当
時

英
国

に
留

学
中

の
徳

川
頼

貞
氏

が
、

ロ
ダ

ン
翁

に
会

ひ
度

い
と

い
ふ

事
で

、
藤

川
（

勇
造

）
が

翁
に

其
由

を
通

じ
翁

が
快

諾
さ

れ
て

、
徳

川
、

郡
（

虎
彦

）、
藤

川
、

山
本

の
四

人
で

訪
問

す
る

事
に

な
つ

た
。」（

207頁
）（

徳
川

が
時

間
に

遅
れ

た
た

め
、

山
本

と
郡

が
訪

問
し

、
そ

の
後

徳
川

と
藤

川
が

訪
問

）
（

ロ
ダ

ン
は

日
本

で
の

デ
ッ

サ
ン

展
が

暗
礁

に
乗

り
上

げ
て

い
る

こ
と

に
苦

言
を

呈
す

。）

（
山

本
鼎

「
ロ

ダ
ン

の
追

憶
」『

美
術

家
の

欠
伸

』、
ア

ル
ス

、
1921年

、
206-213

頁
。）

謝
辞

　
本

稿
を

な
す

に
あ

た
り

、
瀬

尾
千

秋
氏

、
塚

田
瑞

穂
氏

、
三

谷
理

華
氏

、
山

本
成

子
氏

か
ら

資
料

の
提

供
、

ご
教

示
を

賜
り

ま
し

た
。

記
し

て
感

謝
い

た
し

ま
す

。
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